
 

特別活動 

「一校一和」の精神の下，社会の一員として必要な能力や態度を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○花いっぱい運動 
 
○国際交流 
・修学旅行 

○芸術鑑賞 
○文化祭 

 

○ボランティア活動 
・小学生学習支援 

・中学生講座アシスタント 

・地域清掃活動 

・オープンスクール等受付 

【生徒会活動】 

総合的な学習の時間 

○情報活用能力 

・地域課題探究活動 

○ことばの教育 

・短歌大会 

（中村憲吉に学ぶ） 

・小論文指導 

○ESD 

・環境教育 

・文化，伝統の継承 

自己の生き方などについ

て探究的な活動を行う。 

各教科 

○国語 

○地歴・公民 

○数学 

○理科 

○保健体育 

○芸術 

○外国語 

○家庭 

○情報 

「確かな学力」の向上を目指す 

○学校行事 

・体育大会・開校記念遠足 

・ダンス発表会 

【生徒会活動以外】 ○LHR 

・道徳教育 

・防犯教育 

・保健・安全 

・人権教育 

部活動 

○部活動の活動 

○部活動紹介 

○ボランティア活動 

○学習活動 

責任感・連帯感を涵養するととも

に，逞しくチャレンジ精神旺盛に

生きるための能力を身に付ける。 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

各学年のキャリア教育目標 

１学年 ２学年 ３学年 

○三高生としての自覚をもち，異文化理解に努めるとともに，

コミュニケーション能力を身に付け，進路について主体的，

積極的に考える態度を養う。 

○三高生としての誇りを持つとともに，課題を解決する力

を身に付け，進路実現に向けて必要な情報を収集・活用

し，計画的かつ具体的な進路目標を確立できる。 

○三次高校の最高学年としての責任ある行動がとれ

るとともに，自立的に行動し，より高いレベルの進

路を実現する。 

１学年の具体的な取組 

・グローバルスタディ    ・親のせなか 

・学部・学科調べ      （保護者によるキャリアアドバイス） 

・海外インターンシップ 

・広島大学出張講座 

・広島大学オープンキャンパス 

・地域課題探究活動 

２学年の具体的な取組 

 ・地域課題探究活動         

・グローバルスタディ，第二外国語講座 

・海外修学旅行の実施（姉妹校との交流） 

・海外インターンシップ 

・文化祭展示発表 

・修学旅行事前事後研究  ・親のせなか 

・課題研究       （保護者によるキャリアアドバイス） 

３学年の具体的な取組 

 ・課題研究      ・親のせなか 

・個別面接     （保護者によるキャリアアドバイス） 

・進路講演会 

・進路希望調査 

・先輩の話を聴く会 

・入学･入社試験指導 

・ビジネスマナー講座 

平成 31 年度 キャリア教育全体計画 

  校番 36 番 広島県立三次高等学校 全日制課程 本校 
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生徒の実態 
キャリアに関するアンケートに

おいて，「将来に見通しを持ってい

ない」と回答した生徒が約 14％「目
標を実現するための方法を考えて
いない」と回答した生徒が約 39％，

「自分の行きたい大学についてあ
まり知らない」と回答した生徒が約
27％となっており，自らの進路を

検討するに当たって，将来の社会で
の姿を思い描けていない現状があ
る。   

 

国際交流活動への取組 
平成22年から台湾國立新竹高級

中学と姉妹校縁組を結び，相互訪
問を行うことや，平成 24 年度から
海外インターンシップ研修を行う
等の国際交流を実施して，人間関
係・社会形成能力を育成するとと
もに，グローバルな視点を持たせ，
地元に愛着を持ち，地域に貢献し
ようとする志を持った人材を育成
することを中心とした取組を行っ
ている。 

 

 
 

キャリア教育の目標 

生徒一人一人の社会的・職業的自立

に向け，必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通してキャリア発達

を促す。 

◇人間関係形成・社会形成能力 

◇自己理解・自己管理能力 

◇課題対応能力 

◇キャリアプランニング能力 

などの基礎的・汎用的能力を養う。 

 

キャリア教育の取組の重点 

       

校訓・教育方針 一校一和 ～明るく楽しく正しくまじめに～ 

誇りある三高，逞しい三高 

「県北の雄」として，真に文武両道の精神溌剌たる校風を継承発展させるとともに，成熟した未

来社会を形成する人材の育成を先進的に行う。 

関係法規 

 日本国憲法 

 教育基本法 

 学校関係諸法規 

 学習指導要領 

目指す生徒像 及び キャリア教育目標 

「知」知性，探究心，創造性に溢れ，主体的に学ぶ人物（知性，創造性，主体性） 

「徳」人間の多様性を尊重し，真理と正義を愛する徳性の高い人物（徳性，多様性への理解力，真理追究力） 

「体」心身ともに健康にして，忍耐力のある，逞しい人物（体力，忍耐力，逞しさ） 

「志」地球規模の視野で，他者と協働して人類の発展に貢献しようとする高い志をもつ，挑戦心溢れる人物

（高い志，協働性，チャレンジ精神） 

「美」伝統ある本校の生徒であることに誇りをもち，美しい言葉・姿勢を備えた，情操豊かな人物（美しい

言葉・姿勢，豊かな情操，伝統への誇り） 

キャリア教育の推進体制 
・校長，教頭，主幹教諭 

・校務運営会議 

・教科運営会議 

○キャリアプランニング能力の習得等 ○グローバルな視点の向上 

 

「総合的な学習の時間」等
によるキャリアプランニン
グ能力の育成に係わる教育

プログラムの開発    

 

海外交流等による国際性
を育てるための教育プロ
グラム開発    

 

産業界・関係機関等との
連携によるグローバル人
材育成システムの構築 

「総合的な学習の時間（総
合的な探究の時間）」を活用
し，地域課題解決活動など

によるキャリアプランニン
グ育成プログラム 

海外インターンシップ等

の海外連携プログラムの
研究や第二外国語による
コミュニケーション能力

等の向上を図る講座の開
催 

グローバル人材育成のた
めの円滑な高大接続シス
テム研究や地元大学，

JICA 等及びグローバル
企業との連携 

改善策の検討方法 

アウトプット評価の具体的方策 アウトカム評価の具体的方策 

・アンケート等を実施し，学年会や進路検討会議で課題を共有する。 

・インターンシップを実施し，事前事後のアンケートを実施する。 

・キャリア教育の取組を通しての生徒の変容に関わるアンケートを実施する。 

・地域課題探究活動等において成果発表を行い，事前事後アンケートを実施する。 

キャリア教育の評価方法 

・２月末を目途に，キャリア学習に係るカリキュラムや指導内容・評価方法について，進路指導部を中心に各分掌及び学年会で改善策を検討し，年度末までに校務運営会議で次年

度の方向性を決定する。 

・各種アンケートの結果を参考にして，改善策を教育研究部を中心とした各種関係会議等で検討し，具体的な指導改善策を策定する。 

・キャリアノート作成及び進路面接の実施により生徒の成長や変容についての評価を

行う。 

・キャリアノートの記入内容により，キャリア教育の取組みに関する振り返り及び検

証を行う。 

・発表会や学校行事を通して生徒自身の成長や変容を実感させる。 

外部環境の視点(保護者及び地域) 

(保護者) 
・広い分野にわたり基礎的な学

力を身に付け，得意分野に力
を付けて欲しい。 

(地域) 
・大きな声で挨拶をするなど，
模範となる高校性の態度を
示してほしい。 

・県北の進学校として，進路実
績を上げてほしい 


